
一 

〔問一〕(1) 窮 (2) 巧 (3) 誘導 (4) 窒素 (5) 構造 

〔問二〕 ④ 

〔問三〕私たちが、「時と場合によっては人の命を奪うこともやむをえない」と考え、死刑や安

楽死、人工妊娠中絶などを支持することがあるという事実。（66字） 

〔問四〕 Ｄ 恣意的  Ｅ もともと 

〔問五〕ことばは、その本来の性質上、ものごとの関係や過程などを記述することには向いてい

るが、善悪などの価値判断を厳密に論拠づけることには向いていない。そのため、ことば

によっては「人を殺してはいけない」という道徳を正当化する根拠を究極的に示すことは

できない、ということ。(130 字) 

二 

〔問一〕日吉大明神自身でご利益を下さらないのは仕方がないであろうが、よその神である稲荷

のお恵みをさえ御制止なさるのは、理解できないことだ。 

〔問二〕桓舜は～たぶぞ（「桓舜は～ぶぞ、」も正解とした） 

〔問三〕千石といふ札 

〔問四〕思われて（感ぜられて） 

〔問五〕 ア  

三 

〔問一〕a おもへらく（おもふ、おもふに） b たまたま 

〔問二〕桓大司馬 

〔問三〕かつげんぺいけいにあり、もとよりまたほまれあり 

〔問四〕范汪は桓温に仕えたいと思っていたが、時の権力者についたと見なされないように、息

子の墓参りのために来たと言って、桓温を失望させたため。(66字) 
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